
tj;試{iTfliI BulL Gov , For. Exp唱 Sta. ト10. 2ï'7, 1975 

ハリモミ{呆ri会 1S1\ ぴJMli'FiFJ 二女、; 保護と

被接地 iニ ける

向、1)

Ke勀� 'Luu日L\SH1: 1可、otection 01' Picea �oliia Fore日t against 

'T'yphoぐll1S and Its Rel,toration on the D乱maged ，Are託 io

Yam札口ak礼 T平orest Reserve 

受! お:ぷ hl，京 Jt慾Q)~詰言法王;.{Jtt__l~ に成立するハ~; ;モミ純よみは; ~W )，H(}cJ'. vおけるibt??? のl1tilt

ο)- .訟で日ζrりにのみ主主fr.t るで:j" f:なトトであり. 1官時計T"V 天然記念、?与 lノ:jl'iYf:さ

れ， 隣接するアカ J ;f*. マ d リfタフ低折、と共lヒ悶イトドの保Jlt;f~f、として係議会れている 3 しかし ;ü

段、!t~_}が表しく，そのft~iÞ1をと?主f乙lill泌 iこ ìl 会の関心がよせられ Cいど)"

とのヘザモと 保守護林 !';t ~ との}自主主の地jf ， 1ニ予1] Ff1:Jr; m?, Æ中分状~t~ぐなどからみて ， J]i\\:どをうけやす

い長引 F にお別れており，法iTの主主);解からもそれが渓f;Jけられる♂とくに{!K~1之付， O)i有 Tおや1 rll.N; 

l'おないし 1主iW!CiIiずる林1せでg ぬが今11，をも紘メえすると]ノ"される。 このため‘ r:;的J心泌@lω4林宇わJな:=E とジの)究効4 

「汲守以引;~~丹約1

i地1肉包以主域主お;に4 つL 、ηtで. ~'は土ふ， 一 f熔;出j ド自1 然 .1~タ批f力住f;一移 iにと主カか、せじごゐつ.7-之口の)!研J済1丹;茨究:の土場企と tすj る;ほま iかh ハリモミ滋伝子fh;イ中としての

{交占;.!jlAトャ)f~<: せてそ[註}Lをはかることも沼まれるが支持の総会 VI;J:ハザ壬ミ林はお号法;出LJ における

滋{与の i会一(:1祁とみ E れるため， J.llit :/~ l~:~;.;tl~ Iζハリモミを人為的に Ml!j 主主もり'\1ノて. その後 )C与をはかる ζ ，Y

になる 3

L g;えかき

として J6泡された/'¥ 1) モミ約京一わI1 (l)漆 iUi1f， rJpjl仰の北 !j，

61'~お

di 中川!付大'三 ILJ 以下H好慨に 3うわ p その森林市!i'i t ::t 56 , 63 h乱で，事H長コアカマツ林ちマメザクラ{i:LHか

らなど) III込1;j\ 73. 76 ha とあわせで，印有体(l){'ぶを林、1，な勺 ζ いおっ

日本ぷト内ヒ!日記〕ヱゾヴツ事 アカエゾγ ツ， トウヒヲヤツj/タケトウヒ，マツノ\タコヒメマツハタユヒ

メパヰド、など安、のは{~n/ß 川 :;IJI 本や立民主.Hn: 育分布のゆ仁、そも勺のに女j して， ごのハリモミはrJ lぬ

;;q:.~ttょ i") '1:;' ;~'!ú~ ;~g: :-ごーL 1'f い h:l.!!;'主 iぷ I'i'Î の本州~ l川 Fl t およ まで !L く :í)-イ\J'.t る 2) 1tJ認な

吟j予iFであるに しかし予アカ ι/マツがι夜行

Hと純??、たしていて， その/;Uと閉してA

L て冷 /1':''''''コぐる引のと lííj 様;ごちハ~) .T:-<も /:NY.~(Mt

l づ l:rl3 なぞ!?を/~示しマ mil1)，~深<， }く fl 木 ;Jlu;m:の溶緊

とにむけるザ1'1て類黙の A?:}~Iぞな L ている

iIií涜 (!'J iC広< H，i"j料)U:，'なすハワモミ jよ lむこ(l)r11 rl'保護林 lとあるのみで， tIJ 界で坊、所しかない会れな

怜である υ1916年E. I王 Wl凶ONll1 によ(て UJ、界にお9')i" ざすもでより， そ く認識会れてし=

/一〉、 たろがこの人いま九 主く;と仁日勢湾(:J'<.�it j_~)， 1iZ ~札努太・ く発生し"かっその:ùJtll条 f'joが

そしし z;!めH であるため，社会的にも平の保護。対策lと多〈の関心!)すj ふjふられている。:工夫，予京海

197;3々 G Jl B [1 受 Fí! , 3 FOL Influences <l 
(1) [;/f'え到:
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['1 然歩道がとのハワモミ林の 11J~ム横断し，議1本 f斉捜lと特別の航[ぷを必要とする面も持っている。

8 よ1 2f1 から 7 日にわたっ Mて， JIBP の研究のF 品潔として制返する機会会持mt ，そのがf姿

を?でに発表しfこ6) lJむその詳細なれ1J泉と今後の保談， につし ì"C報 ?14 するの

本文 lζ入るに先f:'、ち 3 ら才L，天然記念物の攻被いについて日をいただいた東北大Jγ

ると共ピ，虫やじおについて i可3せしていた

科長，堅j~i1m ;1開窓K;，際堅手好之主任研究T~\"1 関部~9.:坊は j 8.1民男 Pt~綾部長iと ìf くお礼 rlJ しょげる。また歩調

査に便宜をはかつていただいた? ~-H時の東京営jホぬれいií課長江UlII Wj 氏， ÿl}f、fE1 /r水議長伊i吋告 ilfJX~ ~)滋 l~.

の方々，現地でt;，'í\;jいただいたt仁川区:.t任際 ffl 富男氏ら p 気象資料!とvついて教不いただいた'~d:dl 0 見合浮

[旬以1候所0)方身にJ手く!ぷ殺する。

2. 保護林の立地理境

ζの地域の地形。j:rt!笈@地税条VI: u) 'tn'" !i1\V古および i!2Tcと関連のiiiい特徴主~{~j\Z :ご:i2tべる。

.1~1: .e;を林;土 Fig. 1 した地訟で，湖南}Jfど箆J:"むの 11: Jlf{があり，その 111 揺のi{lJ:M乙 l:';'j940"'980m

して，きわめてゆる i二傾斜している c また， /'料品域の)瓦側 lどは丹沢遺志i乙

速なる山塊がある。 ζ 才しら Jft留の，ltあい令松川 i の源じが1I1 中;ぢJ，保護林本漁って北Mt いイ系議林のJtTナ.~Í~

付J.IT からï!IHと :tlJがって潟三吉田 itï のガ 12]へ約 3km 流れた後， ふたたび íi!i:fi'J に北?と[1!]が寸て流れる J な

お， i栄if:護休の;ltl司i (ども杓子rJ l 金，Hi!éßjLjの小 ilj J:j憶があるが， そのIwJjUには，子在阪 ùd、(静岡県との県士克である

稜線 i二の最低絞i私有iHlUt:; 1, 100 m) から山中湖‘保護林ぞれkぷ怨1Jj~ Cl) 3~LI長線上jと烏miJllJ，Iqé の{1'tぃ!~支部が

おり，保護林rtlJ，成との比 å'JJ r 内そJ 60 m (ご、す 2ぎないむ

段上における風の吹き方l土地Jr;によって大きく左右されるが含 L述のょっ !とある木 liliもíj(で

l土，袋線lζ平行なほ i1:';1LlヒJnfuの風が吹きやすいと 75~えられる 3

一般に) !台風ii守のJilib主iや風 Irサは台風の rjJi心の ìiti路との関係佼[るAによって著しく左右されヲ r"l.1)L;\CD進行;車

皮がlj1.l 、ときは進路のft似!の地域 ι上りも右怨11 地主主で浪速vが大となり， s:í1思の持絞f!:J fl日もょとしその総聞も

広くなる。後iをのどとし本地域の森林lとIili\容をもたらす合lIl(\の進路iま本州中央泌を溺沼1か

j生むケースが多い。その滋九 ::{;j\ll]地域において最大線開風速をもたらす風{~-t~ t由形の影響そ訟いて考え

ると!'l".jよりの風となる。京地域では;8・総力ilJIま南北方向に:ii:っているため， :rVlJ予;とともなって吹きやすい

成1I司と

?ごy.)

とが iま!号._3f.zしていて， なると祁メ二される。 Y の

しているとみなされ， jおより ると考

ヌられるっすなわち，台風の 1~1)らが本地域の pfj":方を怒ったとき吹く強1誌は，南方の4ft日峠など

f~) 与t"l11 して炊きおろし?民F僚の少ない JI'j'[;切の:弘fIÎ1:;;l#\!)~ メ1:':1じ kするが，その北角iでは松j11 (こ沿う riíJιt と;認

の，ihにある丘陵の1安部弘法して吹きおろす !?i東風と fより?それらが保談林Jと吹き ~~~1 たると者}íE C::~れ，

t;\; の1')'i l;1らとくに涼jないし南東の風lζI1[Jする林減、が設も位倹であろう。

次 lこ保護林の周閣の状況与をみると Fig.2 のどとし 41 a 林小阪の主主主l!j O)~.{fljだけがE:I淡の文尾根の

米l誌に援するのみで3 イihiま，とくに{むないし南東の燃に rili-t る側は ， J&¥V){:j して}守擦の少ない平切な ;)<E沼

地得となっている。また~ I:Ijねないし南東の風 lζm-f~向る伝rJ ())抹と飯林地とのちE j'~1ふきわめて不規Wlな腿 rlli

の多い]\';をない しかも 4梓*(の1) 1煽弘加iW:バJ~lい，ぺ汐所F民dが〉ドf多しγい苅、， (P凹la抗teう 1 E呂1 :1参主照〉 ο こ 0の〉ような1林jドj地也分イ布T竹ÎJ形iぷ;千熊怠 lはまふヲ ;過j&旨d去ζιの)，f

答5実尽f笠慾立主f調 j交斎資. iでと心P ♂.呪R般投印lにζ引!風豆孔1'TI容存 rを子うけやずい，.さ才れれl.ている G とくに境界林綾のn日間j( j:， hl1\がそこに、;文京ずるの



ハりそミ{入、;護持の臥 iW'(.こ対 ~t;s おけるその復ゴ己 6:3 

でお主三よ〉る η

j片uむ]，拭占

ふ十 i)) 

LocatioIl 0:[ forest rc日erve.

?払h俗以忠バ;訂引J)引1 1 3幼OOm t付Jj芯ヱカか、ら;流j充tがAれれ1，/たふZ燦1丸Lし"熔j治~f宇:守1犯殺Fふ流〈句1 の七制立ii詰;合部;;にζ あつでP 林!肉j勾~Hば士 j溶容岩 lにごよる小 [1問!日引j江Ii凸Ih3多多く， と;筏擦の

死没は [11]地:ご多少みられろが，そのイltdま ~;:W く !t:;.!:，ミヒ，おおう?な j![できわめーて不良である。 j寝坊は不探知な'Îi\

__ y)! .I-，~ ~メ
ζくメj込 3:.-" ) ヨ: íi~i くもろい;t~.:itt から成る。したがって，ヰノ\グJ後も浅く，ハリ F ミ ìiiit倒木の根

芸ろは 'i.;jìjj、の符を抱い?とまえ fr~ほりしてい之、。このように，地吹・土機条科ーからもお~i~.:.と i七絞i可かかりやす

L、と七、えよう。
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モtTahle 1岡各 J許í: I客のiJr[

Area of each community 

Area (ha) jIi� 

ハリモミ

マメザクラ{忌材、

アカマツ打、

合計

:;;;，:~ Qλ 
νν 凶

13.1 ヲ

6\ 骨 26

1 :30司 39

Community 

Picea jうolita forest 

Prunus il1cisa scrub 

P�侒 densi゚ora forest 

Total 

?各
リ2
6
1

溺
心

〆団し! -1 ---f j 〆

ji比J i 仁 ;H1i円 (/~:j ドグ1; ィι
以品 起illMlLlJl 〓ルJo 10m C 10m O ,_"--,, 

日 '~ì. 2 No. 3 

P : Pi訛 polil窃ハリモミ， Cs: Corylus siebolàiana ツノハシノてミ ， Q:Quel ι官s se円四ta

すンキンナナカ 7 ド Pi : Prunus in ci.ゐα? メザクラ PV : Pourthiaea víll剖a vι laevìs 

ア;オノ\ダ， K: Kalo�anax þittus センノキ， C: Clethra bm'bùuηγ'J ìs リョウプ， SC: Sym 陶

nus sìeho!â抑制J コパノトネリコ， H: H:vdrαngca paniculata J ')ウツキ" E: Euon;附1US
: Abelia spathulata ツクパネウツギ， Hp: llydrangeα 戸eliol即時ゴトワヅJレ， R.a: Rhus 
Vitls coignetiae ヤマブドウ
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ot> tj るその工 ({h -F1j)J 、 l' .1: ご

ι 、、

己 iこ WJ ，;it~ ヂる H1U正条j!トみ。ふ会t本引く!日. ]1.1半丸?など lli~:， ])!:j お地 iこまれ巾ょ:υこしたが<1i* となっ

るじまた料、とくにそのけiLhft℃い γ，保安{;I; (.))!t 'f;J 十[j{まそれらのJ長きそミげているとみ

ji!;i，j)ヒ:と JむイJ よ i''"~良弘、，および必今沿い心γ h マツ休汁にはとみのが Dil ';;れ〉それ lこぶる !U防相 (1)

変化も j二銀 ~~ìn る。

保議林0)1造物群落

予えての分ら出l告はも!去くノ、!):Llj'夫代林としていI 設さオνヘ

lγLtá~ そのi/，ji!Ultl域 Jこま上i ご J 、 i) c世ミカ "1 るためえ :5 1， 1ノ?モミ休iß5rィ'iJ してい十も 1/)

17 r,_ みらオしよう" じとな ý-; 平 J ロ ノ士会らもかなりの" ，リぞしていた

よって焼火し合その跡地はアカずツjょに子工イ七 Lたっ第二次大治1iL よJA乍!と f;;佼 3 れたが，

イヒで干;立が以泊{え認さ ;1 して少バ‘ポ III • 二次林、l なり 9 民主i、みられるするに主りたものとみ

立与 1 、
グノ~ル r、ノ

(.10 b 予 41 0., 42 b , 43 b , 44 a , 45 aω;も村、 /1\190 (j) {!;f.t 渓件、に .g~i~子手ミ，、治~ [.ふ

マウルシ ごJ )~ま14j手 j芸じそのハワ)z_ {.1l~ :.i).'， ι~:ìよびそオl.J~(ケi

よび森林火災U'Iト (40 a ，札 bモミがffli-J;ご J二円、c ')たわれに跡地のげらi 5 Tllの r メザクラぽ 1付!i ii\:，

42 0., 42c ，必 a の谷村、ノj 、主!O iこ F天許可!こ必ずょしたアカマツ…:ヨ子ンレイカ コケ:枝裕治日、: 3 ノ'< .ýJリされる

(JTF, JfI稼の:(，l:fG(立問時iじして， ..LX{:f ，f段 r!j}:ftt()_)ki\ぷで IJf/'0 Fig, 3 寺会以:f) 。

f ツ1 マ13な;O，9ha 1 りだ fiI Y〉当然 ~Wf4XO)問僚はすable 1 )二 /J三すご徐 n品を rぷ

ツネ本と「リヰミ材、がその立{本Jをなしているじ

び) ;，tf:分;Niがえ噂成

e 主f，j;A<û)ltí:耐に 1)(1 ずる議:約交ぞと 11'1.;二、た。(1，\]澄 )iìJ、 (;r JCT (1') 

r!f皮;立 PllNFOU i' D白How胤

(1967) [CìV!，悦[

]-._ ~~': :,L) ()) ;fJ OJ 5 し，ドラれら:1付5について!訂版 100 rn" J)'1 

Fi符， j ノ、リドミ対(.:

う:' _.- !、のNiÎrüli当

Pro1ìle話。f each qu旦clrate � 

Picea þofilαfor巴.s t.

fi与二 J~' ド

、
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iι換算して平均伎を求めた。

被 世主 4み

中央 firr (タ6) 87. S 

1) ハリモミ林

ハリモミ林は Fig. 4 のごとく，約制1.1.1ま;ま一斉株烈令;Ei しp また Fig 町 5 e:;〆:t ように，らO[自í21' 2,1 

m , Jlíjjj;当選H1: 46~~86 cm のノ、リモミが Lj滋林冠そ形成レといる G ヘクタ・ jレ当たりのハリモミ成立ぷ数

は約 400 不で，区域内の密)}t分ィ'Jí 1ま ">ｭ(,1) 

主 201
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文官

" 

るが， )弘iぎをうけた郎分はi!Ai;!* となっているとこ

ろがあお。

樹齢は ISl\安子水の{;え tKについてj間!J51ごしたととろ2

260 年前後と推定されたのただしノ 14 乱林ノJ\波立〉

;I[~ )¥1) /とは l~i)分的ではあるが，ややおいとみられる

林分が分布している。後述のごとく，ハリモミば

遂移初期総ないし I{J沼紛の構成殺とみられるの

で， M、分内(})樹齢構成はある範溺の鈴級lζ袋 1101す

25 

樹

品川
<m)

χ 只(éà pOi.:t 3., 20 竹子~5

70 80 
るものと=与えられる。

Fíg, 5 1，印南蛮淫 5cm 以上の1鈴木の樹:臼

とíffií: f主(ハリモミJ，*)

Hdght and diam(うte1' of trees above 

5cm at b1'開8t hei.ght diameter il1 

Picea jうolita forest (Area; 500 m2). 

Fig.6 の階潜機巡lヌりこみられるよう;じ ハリ

モミのみからなる潟水層はその不均繍被本が8696

乙さほどうっ閉した*~トではなし， (Plat巴 2a， b 

参照〉。 し fこがって Ï~_j*"替の林誌のPト:ll}H誌も 4

m という 1tkい F之さをノ']\し 9 会樹木の!誕百'1二、ìB?、も...-..~

Pìce昌 polit品主。res七

，旬、 1ι
鱒
、咽，

h 
o 
h 
想。

H 

.... ~令
。

~ 1 

J51 
o 50 100 

Coverage øの

Prunus inCI5d B侔ub P匤U5 dens:f lor丘 forest

二路与三三者 l; 

ほ取材 ω5L一一。
Fig. 6 冬若手獲の l持康総遊間

Stratified figure of the cov色1'ag己 in 伺ch communìtyヘ

Pp: Pi訛 polω ハリモミ， Rt: Rhus lrìchocarþa ヤマウルシ， Hp: めγirallgea �aniculata /りウツ平s

As : ilbelia s戸。thulata ツクパネウツギ， Hj: Helwingia japonì印ハブイカダ， Rm:Rめes 抑α :rirnowi&'Zia

mn持寸J余リコミ， Sh: Schizoþhrαgma hydrangeoides イワガラミ， Pi: Prunus incisa 7 j ザクラ， Cb: Cle" 
thra barb問自マ~is リョウプ. Dc; Deutzia crenatα ウツ+， Ch: Ca[an1Oj治神osti's hakol-wnsis ヒメノガリヤス，

Pd : Pinlts del1s(flora ア j)7 ツ Qs : QuerC1iS serrata コナラ， Vo: Vaccinlum oldhamiiナツハセ Pt : 
Patrinia triloba v. triloba コキンレイカ， Rj: Rhododendron jaþonicmn レンゲツツジ， Ip: !lex pedttncuｭ
losa ゾヨ日 110 : 1lfiscanlhus olìgosfachyus カワヤスモドキ
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Speci巴S

Picea 戸olita

Ab�s homolepis 

PíγJt絡 de:弛siflora

Sal喆 baMo 
Betula ermanii 

V. subcordata 
Carpinus cordaia 
Que:γcus 間前1邑olica

V. g:γosseserγat品

QueγC耳s seγγata 

Casta;抗宮司z cγE抗ata

Ma兵札。l叫 ob(tvafα

iロjl| Adds月otia kobus 

Sorbus al托ifolía

Sorbus co夕刊押úxta

Amelanchier asiatica 

Malus siebold� 

木 i rh γu 
持US InClsa 

い羽Hu i i lI prZ412Ms gmyand 

ilﾆaackia a押mrensis

Rhus trichocarpa 

Rhus ja�ollica 

Ilex 舟wcroþodα

Acer aγ是utum
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Table 2. Wf 務総!お表
F.1oristic composition of the three communities 

iiJi ノγ
.r1 

ノ\りそ L 林 I -C? メザクブ
|低利z

Picea �ol咜a! Prunus 
fores1: I �cisa scrub 

ハリモミ 1 ;; I .ハ . ，、 1

ウラジロモミ
λ ， 

I 

プカマツ 主

アカカンパ III 

サワシパ ]立 60 

ミハJ アv ア、 ElV i 40 

ナラ I江 60 
IV 20 

ク 1) 蹟

ホオ/干 III 20 

コブ Y、 III 60 
IV 20 

アズ;ナシ 誇 日正)

20 

づナカマド 喜 60 

ザイブリオミク m 
一y 、 I立
、れ7

マメザクラ 詩 60 
�() 

20 

イヌエンジユ m 

ヤマウ山 野 100 Fr. 42. 
40 

ヌルデ 詩
アオハダ m 己む

アサノハカエデ III 

Acer �atmatum ヤマそご:/マ IIIο 
、仁科Ults抵抗wrae 、 lV 20 

Acer 削ono イタヤ刀工デ Il江L7 840 0 

Acer rufinerve ウリハダカエデ m I 20 
Acer sieboldiallutl1 コノ\ウチワカエデ 1lI I 20 

Ace:γ ja争抑

Aceγ te筑uifolium ヒナウチワカエデ 蕊

Acer cissifolium ミツ-rカエデ IV 20 (). 

I'v[el�sma myriantha アワブ午 m ! 20 O. 

Tilia ja�onica シナr ./千t 狐 20 O. 
lV ! 20 O. 

山υ

z ハ

己0

20 

一一一一目一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一，…一一一日ー

二・ Dlc " P 

:‘ ~'I Dlc p 

L D • b P 

。 11 D1c p 

i D2a p 
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Picea �olita: Prunus 
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p 

p 

p 
p 

100 Fl 
20 

4 り

4(¥ 

60 

足、7

Fr. J. 
^ハ rj 、

!UO 

ド仁

間
以m
w
w
u
波
即
日
開
叫
刊
日
経
町
日
開
胤
町

H
W胤
W
M川
町
山
政
即
日
即
日
開

M
m
U即
日
開
肱
W
H緩
和
日
開
叫W
H

(コづき) (Continu制J)

Sa� re匤i� 

/、
〆 r" ，

:.;! r) ゾ、

に
れ
仏

ザ
サ
れ

Stcwartia b主eudo-camellia うツツパミ
Kl1loþa ，問主むictu主 主t ソ l さf-

Cor制時 !WUS6五 六、マボウシ

Coγ托us controvcrsa ミヌ:宍

ノ

コl<γaxinus sieooldiana 

C冾thra !;a γ'biNeγ型1$

おpccies

'rabh: 2. 

心
U
H
凶
一
色

V
 M

L
ヤl，

tJ 主同

Corytus siebold僘na 

Beγberis thunbeγ1-]l/ 

Lilld門官 u官zbellata

夕、ンコウノt イ

アプラチャ J
タマアジサ j

ノ l) ウツヰイ

ノ q カウ、yζ1:'

Ribes max仰wwiczimwtl1 ザリ 守"-、

Lindera obtus匀oba 

ParabellZoi対戸raecox

liydγG同gea involucrata 

lJydrangca �aniculata 

Phi!adelメ:，hus satsum� 

タンヰン
ナナカマド

クマイよ千二J

すヴシロイチゴ

ヤマハオポ

ツ 1J ノイブ

ヒロノ、ツリノ~ :j~ 

v ごノ .~~， ;:\~' 

F 

:ン干のツケ

アン'，''':(イノイラ

Sorblるs graιìlis 

れ地rthiae品百iUosa
V. taevis 

Rulms {'γatae呂ifoli叫S

Rub訴事 1>arむ(folius

Lesþe品eZIl b兤olor 
L aculi t'olí.品

Zf1htJwxyíu閉会íþeriれも慨 す γ ショワ

Zanthoxyl:視悦 5ιhinifoii括協ベヌザソショゼ7

Ilcx þcdunculosa 、./ :1 

Euonymus OX)ψhyllus 

点、umりwm凶附a('1'01りterus

Euσnvm対s alatus 

ノイノ、くブ

IJ マツカ

、ソ'7 f)(!utzia cnmaia 

S争lγaω ja争O!llC品

Rosa luGﾌae 

Rosa 蹴ultijlora

{氏

対正

ぷ
門
戸
何
回
山
の

A
U
円
ν

ハ
ム
Aつ
/

、
、
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、

サワ夕、ツ

dユし-:;: Euanymus sieboldi抑制S

E1仰1)例us melanant!ms 
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干~lSpecies 

TablEぅ 2 ，

iコ

ミツノ Y ウツ干'

勺 1) jJコ:'1"

タラ/キ

Sta�hylea b日制品!da

Acer crataegifoli祉協

Aγα:lia e[at品

801:?r幽 7 ，
60.Fr. 4. 

20 

1勺

20 

ハうベjJダ

Rhododendron japonicum レンゲツツジ

Helwing僘 japollica 

Rhododendron dit日taft!例ミツノ fツツゾ

トヴ Jグ
ミツノぞツツヅ

ツリ力、ネツツジ

4C 
2C 

D 
」ι

p 

20 

ICO 

60 
80 

40 Fr幽

20 
40 

80 Fr瓜

20 

ナツノ、ぜ

サワブタオゴ

三ヤマイボタ

ムラサキシ午ブ

イぷ)
ヒョウタン♂ク

ごヤマ

ウグイスカゲラ

ック/{ネウツギ、

政

H
μ
 

ー

m
w
m
w
m
w
m
w

羽
w
m
m
w
m
w

磁
町
川
市
山
町
山
市
山

W
滋
w
m
m
H
沼
町
山
錦
町H
W

サラザドワダン

RhododendγOH wad品昨品悦

M刊1.ziesia multi ffora 
L brevicalyx 

Eukianthus 
camjうamtfatus

Vacci持ium oldhamii 

子

守

工ゾイ'1"タ

、、

ン

/ 

コド

，、

Ly帥'lia 0哲也:li/olia

Vacci必um smalW 
v , glabt.乱世1

S)mplocむs chi乱立'nsis
v. leucocaγ七a L p�sa 

Ligi民主tγum tschOflOSl?i� 
Ligustn昨n tschonoskii 

V. 耳l品bγ記sce托3

Callicar争品 j乱争む杭:ica

L帥ûceγ品 d邑拙iss品

Lonice:γa gracili_会記S
、仁 gla:孔d杭!osa

ilbelia spathulat品

低

木

A
s
h同
町
山
出

〈ヤマプf ず，:(ミ"Vibuγねum wγíghtii 

コパノガ、マズミViburn封111 erosum 

γibur持um Phlebotrichum オトコヨヮゾメ

/、ンショウズノレ

ミヤマハンシ :;:1 ウス Jレ

ミツノイアケピ

イワコ1/ラミ

マツマ/サ

ゴトウニ心1 ，...Hydra時五[ca 戸etiolaris

Schisandra I'e�allda 

Cle合natis japo:れ.ica

Clematis ochoten昔is

Akeち治 trífoli晶t品

Schiz，。争hra呈rna
hydγ酎Igooíd巴S

つ

y、

ヘw

持
出
吋
市
]
阿
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乙
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っ..，勺 )L. ジ

l
 

J
 

づノν す、ン

一、一

γ マブドヅ

スイカメプ

付、 γf う
、一

一、吋<

Li丹uιιγa j担þor主 Ica

V~:も tis sacchaγUera 

/läiれidia aγ"Æ;，uta 

日性úlax 旦i日~boldii

Vitis coi耳l1eli品c

ViIふう !lexUOS(l 

'1'a 

一，マ、
ノ

r , 
<,_' 

世
間
吋
州
、
、
一
戸

p 

,P 

i、')

キ ì/ ソ内

ラジサ/'、; " 

弓ンミスヒ F

ノ、ライ子ゴ

ヤヅハヂ

~. rγlj 、J ウ

h _~，.，、、 1 __ 1-三 ν ず、.. .. 
>~ノ/ .，、 r、~/

イ ノヌ}"}olygoHu蹴 ct品むi昌品i筏íH

Sαlz帥11 kamtschaticum 

CﾍJnic�uga si骨lþ!ex

Agγimonia �ilosa 

l?ubus i!le訝rosus 

De紛'Iodít悌I jallax 

H主þerictim 明ect時間

T/íol乱 gryþoceras主fl

p 

ι。

/.":!) 

1'1 

rv 

.fIl 

.fIl 

1.'1 

rv 

rv 

ト、

ベづ λ;; 、;勺

サマトワソ内

ーノ;' / 

三二上デフ

fJ 

カシCザキヨモ守

/ 

ごj 千ンゾイカ

~J '/ J ミ以:' J クワ

p 

1'1 

町
山
川
以W
M
IV 

f 上ノ，1'，りンゾヴ

ヰ:寸ン

"二ノご:/ j-'j ウ

/ -:r ♂}ミ

/コンギク

Araliα 仁/)rdαla

Pyroill neiJhroβft_vlla 

'1'1' ien talís 仰げHρaea

Galium 
ρseudo.(isþrdtu押l

Rubia akane 

Pairinia lritoba 
V. tr匀oba 

Eupatorium chincnsぷ
V , sacha{im;nsc 

Ilrtcm�s!a þrì見ceþs

Solidago virga ，auグea
V 闘 flsiati正 d

Suu;c� lIenwrens� 

δúiixío cawwb勀olius 

Cirs坥ml jajうonicum

Aster ageratoides 
V , rxoatus 

え二

門
{
d
H
U
出
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lV 

w
v
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
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Erigeγ0況 an悦uus

M印刷tIms si n ensi s 

l11iscanthus o!igostachyus 力 1) ヤスモドヰ

Calamagrostis hakonensís ヒメノガリヤス

Bryl!を仇ia caudaia ;J" ;ガエリ力、ヤ

Jl/lí却hlenbergia japo抑lca ネス、ミガヤ

Care:τ siderostícta ダブ、fネソウ

〈コare:x sachal匤ens﨎 
v. alter叫んflora

lUaia叫themum dilalalurn マイズJシゾ，)

Goodyera reþ百持3 ヒメミヤマウズラ

Lycoρodíum obscurum マンネンスギ

Woods� poiツstichoides イワデンダ

Osmunda asiatica ヤマドリセ、ンマイ

Athyríul将 1うyc河osorum ミヤマシケシダ

Athyrバiu削m yokos恥c白1符se へそ万f ノ ネ Lコゴ/'山寸吋f戸
品

Lasfrea dryojうteris ウサギシダ

Pterid咊m aquil匤um ワラビ

Dryopteris $ax凬raga イツイタチシダ

Dryo�leris jうolyfepis ミヤマ :;7 ワラピ

Adiantum 1うedat担m クジ γ クシダ

Lastrea ja�onica ハザガネワラビ

Lastrea phegopteris ミヤマワラピ

~， 

オオイ i ス h::'

ヒメジョオン

;z 

;守主

* 
A
M
U出

100 

* F... Frequency, C...Cover. ** Plal1ted trees 

F1....Flower. Fr....Fruit or Seed, Sp除、 Spore

V 主文ケニ1恥108s

'1叫a11e 3. 各 iiFi議における

Comp託rison ()f th日 number of pioneer sp巴cies � three communities 

ノハ\ ワ ←モぞ : ネ
p含i比ceω正a for巴呂は七

i答
Commuuity 

58 

14 (2今%)26 (23;6) 物
立
一

E

一

白
山
岡
占
一

1
1
m
一

日

1

」

i
t

白

H
I
M
n一

光
$
~
日
一

内
円
山
一

β
l
ν一

n
v
一

Q
M
-



i) 9. ~マコっそ_(:~~~$::潟、") :h:!, f. ~ --~> [iじS'~ (;\~ ~~1~1 ;人，þ (j) ìl:{iJ]UJii敬三平けり4; ナヰす 0;; ル〆 ι 勺 f争心:ず :ri < 奇心 "-.-1: 

i;it)会長設 ([J Ç:?tWlt~~ffi~Ç (, c~4M~ ~i ﾎ1J'liW' ff. U~*泊 五 > "fj. ~Y; (f %11平均王滋滋~T*: ~Jl;会:ず.f-~&コ1 t: ')Iq君、L ヱj 、i干正、ム{/‘ぷ:

(1 ~主主室長ずの写{;:けユ C~ ;-f.t~ ':'[. '!.:人」三《ふヲ i? At~.:;) 禽ロミ:"'~ CD ?訟

'" '~i ユ 5~f ) :t¥: (_手議'i!j幸子中~J/-Y 三)店主; (mOT、 日0'1})"心'j
e 、 aι 印、ネ!弘、J_y+ [(1 ‘、 fもd, L {! -..../ へ合

t: (l (、1U f'~JT) にlIiν ギヘぅ '2 [11 ，[:)以内れ(パコ f~-TIF C; りて平{ ('~)勺のく忍
'("'. --r k 企γ

E 三r
~Hゐr

i
 

j
 

a
T
U
 

ピペ/コ 9ó98工i永持政ω(U1 SI'" ぢ〉 fイI~+~r日勺 vt ，"ミ G) l'球主滋絞1(0 9 '~iIá 二主主ç%tJ l~;~ f.f 作んム t下"，-

'9: sr マ {it)h;~ :j. 乙 rilt コ) f)) 

約 W}l~:/~; 53工 LY;L<ιちるω ぷ:，.苧 2 ふ iド{~."> ~7J )1代早川*平等 ιL主ラ ω i{g~ どす浄:千円'\(三十三Fíl- ノ ('((!I-) (O鸙 

1] ',ryrá 

。 (gtU 009 : 1~~はV) 1S<'110; Vlυlfl.>UiJP snU!d 

U1 .r司nm官lP :r1l,1\OI[ :)81>01'1 +'" UD S 

;MOq日 S;)JJ1 JO XJlOUlU)P P日目 IQ1'ir;)Il 

(叫F んム I:{L) 滋，i)( ::[' 

};~ H~f' ((� >V様く(!':rø ulコ S :;;Jy:;n:ti'ü日1I

G !山i

笥

A詩奇V

J 

0' 刊巾b 
リも r伶p 

y 

", 
!n 
3 
十

Sl 

1'"ぜ ;:U8

'r" [i;i 
Dl 
「甲田由時

父 Xえ

主主 x
k 

刷. . 
a . 

0, 

x 
' . .. 

ゆミ. * 
<:11 �ili' 09 

..娘*

. . 場停..

。.*' �StI til ~'; 

~ <& $~ ~~。. .. 

_l-;'-).GUí吟!日

i山つ j

Of 

S付。，i ，と{

、 SIìU[，~
S0J.U 

Jキ正、("キ/;コ V，J， o:);_;p 汐'jðH!ぺ'11 ; A¥ '(è"," 

(. !-!UtO~if)!ρ 附 HfU[Yif).;l :ノ，\ 'チυ(， (バ -:i ぷ }?".(;]7q.o.心 r_lU-t !:，'llU-i正uon:g : iI乙 ~θltJ?t J_l:J l.ffZl1日(1 :α

士心心;; / J)j1lti1JiUO(! !})2UV.i1'り1: H 'じ 11 宇、]/μ じ l.Jl t tJ!PJOq3j- S Sl?Up:l.U.!] : 3 ' .. パ心 E: (J ~1;Lt ;JU!q4vぜ

!),l/f /i)i:) : つ 七壬工 Cf (i φ lU.rl110j庁長。β汐pA:J -IJ，J V 、 \f ιικ VSO}lI:mnpJ(J xρ'1[:1 ';:1' ふ之斗 Zhf..lVJOI1河 ;1

SFtl1.:J : '<{ .: {; ，;み〆よかはJ的 snμUold ば民、[ L 年チイ- '(J!X!Ut問。J 日tq.tOS ; ;)吉川トト〆I 1)l!of!uj!J 
snqAos : S < ( -( r:: vJD.U'fJ.'; HU;).).1 lli) 町 b aE 守品、 f 汐J!lorj 汐;;3!d ; d ' (." L. {( ム ρAO!f.lS1WP >'jιU!d: Pd 

1昔日10J VlOﾝJSIWP snu!d U[ 81l:1p官nb 1{コ官自 主o 昔日ll)o:!d.

くf) ,,; _.....f.. λ 叩， [号令コiキ r: ム午ぷ L ザkI

E 
.~ 

p.,j 

::}-(i '..J t馴 :C:_!_) ~r yJ (♂去ち:/，ρ 将司 ÏiH;~!t0* マ奈gi~，;.Ç~yM 
ft 



.-u - H3277 号

さg

ふ ハリモミ林における過去の践審と今後の風!害対策

1) 遜去の嵐~

における， 1956if'かち 1969年にかけての14年間のハリモミの風答を， 2Zて士宮 111担

ら紫計すると Table 4 のごとくとなる。すなわち， 14 勾 rrmと慰問の明らかなもので3

8 [J1の合成と 2@!の低気圧に伴つ怒冷前線_Lの強j誌による校ιをうじき るなど原因が不明

りような嵐容を含めると被害太数i立件、言 1.2 ， 714 ;tことなる。とのうち~ ~1討しい投与さを生じたのは.伊勢湾台

風の15-~} と， 小型であるが主主い g止を伴って滋 LJIíを北上した 7 号台鼠のおそヮた 1959 6fで， これに次い

とした台風26'~} と， 1961年の18号〈策 2 ぷF1) 令、足立の，@l~~-去とである。と;!?ーら 3 か

ると総被害本主交の87;%をおめでいる。

8:間のを?Hi\lコース夜、 Fig. 9 ?乙示した c いた 7 ftm 0) -t f:ili.l. :.J ，...~ス &i~ フj::J!llJ或の積三了

巴

/六れ守史的山首鼠
Typh∞ns 

heavy 

p 特'..\ r庇芭在
寸yphoons

//らli日h↑

主0{ 1:'7f~ ~ -11:. Forest reserve 

Track of th日 typhoons wh兤h caused w�d damage ill 

the Picea forest. (Years ()f ()おお. 1958".~ 1969) 
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5ep. :"c;' ルリM ti'汎 TyphOOl1 No. ::0 i ヲ網 3 SSW i(入 2 s SW 

Sep‘ î(\ 1965 ヂl)_ifJ、 'fyμlOon Noも 2心 SSE lS. 二 5SE 

fうεp， 17 へノ 13 ， 196:":; �J1L Typhoon No, 24 ハ:)、 SE 1 (、、i SE 

Sep. ;:、こ"↓ 966 t'� X{, Typhoon No. 三6 33E 

Apr. 4, 1967 7完了前線 Cold front SSW 

諸島f夜間開11m ()f tl同 average 'V品lues 日Iected for an ar・b.i trary ten rn h.wt例。f the day 18 .showno 
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を巡っていてg それら ごとく院ないし日子東のぼJーなり"'(“の強!誌に

会らされた林縁に被害が多発したとみられる。

本地域には気象1i史泌j所がたC く，被容をもたらした強風の紙法ー風向は厳密には不明であるが，本地域iC

j互い窓士山jじまさの船í1f!と?東灘の御殿場のIjliÎ mffi没j所におけるや見昔話値を Table 5 (と示したのとれによると y

前j!lSの 7 僚の台風および1967"[. 4 n 4 0 米1mJ公でも1将よりの!誌が強く吹い

fこと考え九れる。また台風のIj1心コ 9 叫スが木地域の見(hーを添った 1958年の2H}台風では， ::it阪よりの風が

Eたいたとみられる。残る 1963今: 1 乃の3寒冷前線上の強風については，船津と御殿場で胤]f.せを;にさくヌー に

い保護林での風向は(1安 nできないりなおチ政}j俸における設大瞬間風速からみると，ダ仁冷 i~iJ線[乙伴う)重u土

台風 l乙 1[; してノトさい。

l~_述のととから p 二4;;訟域にとって設も危険な合成時の嵐rfû I丸そ主~~ 0コサ1心;ゑ路が木地域の西1l\IJを )1立り，

いわゆ ;こ入ったと念の Fねないし南東の強風であり伊Jffil:;~~防 Jt:対策はこの1J ríりの駄に対しずて最大

0)'考燦をはらうべきであろう。

次i: ， !)íjよf;のえjよりの強j試ノをもたらしたほによるハリモミ H:の林小班別のtik:'容をみると， T呂ble 6 のど

とくとたる。 illi渋よれたわ く突きl.H た 45 a小況で援も多くヲ次いで中部の44

a , 42b各小肢となり，北郊の13 b 予 40b ，およびr:1:1 郊でも丘陵にtiZ した41a の各小 Hf I丸 45a の波!人:

役 100 とすると s わずか18前後にすぎない。また， 1:#4ない さを各小説:

ごとにせとめると， '1、ab1.e G のごとくとはるっただしと，の，場合，樹ffb の 1J.1いアカマツ :j*およびマメザクラ{氏

林がハリモミ ;f;kの鼠とにあっても 9 それらの仇風効果は低いので予それらが言in討にあっても i;J，;*まとみ〈みし

た。また 41 a;J、Jj!I の東緩の丘陵文尾根lと接している部分は5((;いた。名小説f ごとの風iζTIïiする境界線長の

メーターあたりの被謀本主主1]: ，市it:五あたり と同級 P':~ 1寺;‘の45 日小況で tæJ\:) 北部および丘陵 Jこ

11;:っ「る，Wb ， 43 b) 41 a cL)各小説Eで少なく， 44a , 42b その rl-1 I間 9c こ(})ょう

;じ簡に位置し， J布陣 lと保護する池物のない'f*ほど被害が)(となっている。

Fíg , 10 Iご， 19662手26号合!創部と}J{t 体擦によって総べられJだJlli\~i~J笛i~Îの概略的な分布図を示したがs こ

Tabl日 G. 南よりのSft\ jii\iによる小坂別のlírî ，ftl(あたり s 境界長あたり被察本数
Number of damaged trees per hectar巴 and p巴r uni t lel1gth of th巴
border of subcomp乱rtment �y sむnth-，可昌rdly winds 

林小立I 名
No. of subcompartment 

i色l
laea 

IJ、従界 Q)
Length of 

議

成 f寄木本数
Number of damaged trees 

ヘクタールあたり波容卒、数

(ha) 

(r口〉

Numb巴r of damaged tr古es per hect昌re

伊r metre 

本 i勾~雨上誌の鼠lこ ríじする小J'lf.5平の災さ。
Length of border facing southeτor southeaster. 

a 

15 , 06 

515 

1, 410 

91 

-，ヲ
ム . t 
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れによっても危淡な胤 1 ，'1] 匂 iん万がある松波紋注しうる ο ま fこ雪

1 9:39q三の 7J3 合広でも， ,15 a 小がICDj+=îJ!抗日、 iCrfî するや主総の被125が

~:L.，点、ったと殺{与されている的。 ~~~らに滋去の;%(えされた 1tJ[搭れ1)，

う1'1Tî は， Fiι 3 cDBr*存分ィ'ij 到の中()_)ヴメザクラj]!'r1'の分布械で

ほ 11ィミ 3 れ，そのが~tどはl:).ß 0)各!]、 ipf における Yjili1;"{Ti l' iJ とほぼー

:rtZ':T ，.~)門

以 Lの後:~3~の d1.)j ヰ iイえ f止する r二，ハリ長ミ行、のj見疫に対レて}笠

淡なと ろは

乱〕保護もいうriョ\'\1"5 ~ r: 1.ﾙ: f~t -~J- ぁ林c

b) I1'Jないし南東の&\iこ泌する初、殺予その停でもふド?誌が LLl1 JT;の

ザ神人、そ I?"" .?，~_， ;~~':、
ιC/ヲ t払可、y ~、 Jt~F9心〉

む)林の憾の狭いと乙ろの

であるといノ乙ょうのこれらのところは今後ち被 Jf0.: ~~!.:じゃ(

みられる。

滋去の filVム:ω~;t[tjl~ {ま以上のご/ム\であるが， 19711[三の認i1ì:rr--:J .;.ζ 

はハリモミの議ちが札Jl-土受搭びたものが問/:::"!::; ~ r.~l ~こ iιLúJ出ぷも点主としていて?とくに潟 -i~'l~の45，t)" 夜来側

jヰ家三十~ (P!ate 1 b ;fXm� :ニヲ '1 1 郊の44 ゅ 41株のでniltl!{牛車川、て ]ü:!;Jヨ;1;: ¥') j'[_fliオ〈え)~:i予く， I ド fこ i正二次的 iと

にヅマツキクイムシ，、/ウムシ .:.t~n ， ヒゲナガカ:ヰリ，ハマヰ獄?ウンモン熊p 務j長;W1 (LoP!wd，併'mzum

sp.) などの ~Jz湾容にか !.r.. っているものもま、る。 それらの木の分布からみて， これら:心主総むとi乙， さら

(C強風によって銭安?をうけどいるの唱ではないか正応われ，そのため樹勢力f渓えた r とも!日(1設のーコと tftJE

さ才 L;:' f.\~) 民訴には五・ ~\LiL 本についてはがらに l 字社UI.s. 検討会地どと!ノょうや。 とのよう rな木は今後い

ヮそう j453加するjJ能 斗司:又し riÎ?[;♂キからノ'" 1) ，"f.ミが泌えていくちのと計上測される。

2) 今後のE語、主害対策

JJ7~{f ハワモ~ ;1"川う胤\~?をおよと隠滅するん《策;むあまりにも地}f;・地1m ・ A半分条約のq芸< ~ 3Û-3'でな対策を

日1むことはlJj :i'ílでおろっ。〈I くに V'f~ tnO)4ú件、 WJ:は mlJ:主ないし !'rül;:のすはによわ多くさら Eされて， しかも

j本綾 m~が尽く，かつJä\ !:!i:ìi}: く， 1;}; の協力~~)(しげまどの+t~~条 i+が)]i lcí: っているた tぜ)，効Jf~約な対策を)L民てるこ

ユがむずか[/いっしたがにて 3 lVJ .1 L);':!i.ftの中心;ふ税ま jJ まとまハた.，リモミ林そもつ仁子部以ゴtの材、分

iとイfふろをおくととが滋であろう。

対策としては，民感紛のJ訟法減少効~ílf~ ;b:~ .~}.民法-cðうる 0'，令、ら， ζ 才しらの pイ本分の ttîないしifI東のJKl/CI反する

林殺の [p-でも 9 と〈!とおそして援要引 1i&fj~f}CJ{j¥ I~it， 1(i (.ごめ胤総長;J之泣するととが交ず♂与えられよう。た

だその泌 UCiむ係議対象のハリモミの樹 ~]jf゚ iGj t: � (1)で，役門前(D:iJ[ 池条件， cに会TJ設計，絞殺などに

諸殺の検討すて{5なJJ重点

るべく危漁民~ァ Wi[p=j ¥'C" W{ìíS誌となるよう設ける(; r;JJ Jili\，.:-f本帯の 1i将司H立 j芝 )1方(ノ〉台風が主体となるのマ，務

J秘話会:考践に入れて Iミく， 1.，!， Jt~ !.こ !->hJHH，効然そ;切符ずる Jとはポプァ (Poj;ulus nz:gra var. italica) の立並木が

が 1975年 '1 !こ短時制であるが綴去をしたと ζ ろ， 197] 叫当日:H: iζ泌が主主 f~!，してし、!-:氷はあ日本となっていた。立給水はfR
漆J止の外 j河 iキ緩や民主Bf! した怒j}に多く分布するが，体内さもjl:'fjえにみJ占ノドがみられた。 はお，老;:;t:のみならず， lj

ノj 径のハ')モミ lとも絞 tつがでていて，どj 担J'1鼠容によ勺て土!.{:tf-が 次(rJ tc，李主役L，ぞれが A次 fんな虫干害lと変化した
ものとも潟われるが~ Ïi百n弘土谷分野の'~~':f_京日/よ専門的検討を裂する。
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候fï昔;こ挙げられる。 本海はさし木繁殖が容易で，成長もネいο ただし浅根性で荷風力が弱いともいわれて

いる 10)。したがって，当初は;本経を用い，防風林携の後方は将来ÍJ!J の樹経:にj巧i設することも考えられ， ま

た防風林rjiJJ の白1Ji信の総風性を増すため 1と，ポプラを教頭脳芽させた形で，後方lこ入るほどその総認を高く

して絞持することも考えられる。ポプラは外泊樹穏であるが， H ~本では!ift.7ドが多く， f日t f: fままれであるむ

したがって雄木を選べば，ニセアカヅアのようにお日繁殖によって日本本来の自然のj器移を'ðしす怒よれば少

ないG

なお，土壊条件が不良なため，容 t. して防)試i科書を作る必要さがあるが，周聞の休耕7]\.凶を資i院したり F

もどして防j惑ふも，F詳の敷地を確保できれば理想的である。

防風林帯を造成したり， r防均屈嵐L帯綜倒fヨj耳会E 言設変 i践霞すると風主玖t的 lにζ3史て

(仇保;E慾菱林 lはま白然公E悼悶主詰!第一極半特;別え地];!鋪泌筑話d戎z也uにζなつている )λ， 乙の i問?悶社 Ii泊H邸iはま♂現j弁存令ハリ司モごミ 1林5沖ホヰ木Lを可f能定彪jな限り J災どく維持すノベt 

きか干夜Eか lに乙帰毛替雪しよう。

5. ハリモミ林の捜先

1羽唄

?待守したいところで d必5 る。

名f鈴木が杭才Lfこり，風容で倒れてもハ 1) モミの後期 'fMが生脊していれば，その復元にはさほど危慌を必

要としないが， Table 2 の組成表や Fìg， 4 の宮下落断国LzHこ示すととしハリモミ{いわ風{fûßみ地の?メザ、

クラ低林には，ハリモミの幼齢水はほとんどないりま tc ， Table 7 の尚水性格 -tM (胸高直後 5cm以下〉

の発:t本数>t:み寸ご~)，とれらi商品1':11干にはノ， 1) ニE ミ敵機がきわめて少ない。すなわち，ハリモミ林は鼠:みそ

うけたり枯死すると，その跡地はこ7 ナラヲ アズ干ナジ，カエデおコパノトネリコなどの多J保護iの落葉広

らなる林 lと推移していくとみられる。とのように，後継trt+i\'iの Dlîからもハワモミ林そのものが溶岩

JJとおける縦l!t選移の rl1刻字自とみることができる。このため， これを放[必ずる限り，ハリモミ林(i消滅の

ーよきをたどる。なお， 乙のような性質 l主総野上のアカエゾマツ老齢ÞI;においても，その rjJ 偽下)議;こアカエ

ゾマツの後継1討が少なし群誌として不安定であること 8) と共通している。

'1、abl日 7 のアカマツ林内 0)ハリモミ'fitt討をみると，本数も鎖反も高i く，またすable 2 の kJj成表や Fig.

7 , ß を~ても低木穏やり五潟水路 lこハリモミが l'安機成ずRとして入っている。これはùíF1~のように9 他の

2 詳務とよ1なっ祖て》森林火災によって一時J主主主そ欠ったととと，その後口〉佼入総生も Ii:::引く潟や低木!習の被

穣;)''I需でなく，光の入射が多いためとみられる。I_，たがイじハリモミ後終樹のみに注目した4場合，将来

のノ、リモミ林はこのアカマツ jオ地域 tc.期待しうるよつに考えられよう。

しかしB ハリモミ林0)復元を:1}、える場合， J'lHζ潟水Jf~tこノ、リモミがあればこと足りるという単純なもの

ではない。溶岩流出後そこに生育した天然のハリモミは低ノト e 主主;j;.コケ!i&1 .その他!lliJ物 e 微生物などと

となってνJコの森林社会を形作っているものであるからョ当然ハリモミ以外の生物中日も類似、した

林を復元したければ，その存Dë蕊義は小さいものとなる。

F刕. 11 iど， 各i群;封r 語滋=の i協;蒜5引}成J点見何磁!.]匁溺包切1数と約!成或}滋返からみ fたこ群漆の1矧Jl似E皮主をあらわす jμA以ACω:辺CA肌RD のj宍j

7たこ σ アカマツ林は設も構成種類数が少なく 3 マメザクラ {lo:S林が設多種類数を"ïJ-\ナο マメザクラ{忌林の種類

数がハリモミ休より多いまミな原因は?ハリモミのJ&\倒絞返りによってI:t Lた部分的な線地;ζ ，

その他際主主植物が侵入してハリモミ林情j或穫にj]Dわ η た72とな〕ているためである。アカマツ体の穏実員数
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アカマ 、、j /1O 。 U 日、ノ 4U 1‘ 2 
Abies 11 ，印抗日leþis
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Qも叫すCU$ serγata 

〈、 o i � より() 4色 J、4ι 100 C♂j. 
::1 づ命 ノ? 

Querc孔s mongolic品
.1:0 。‘ 4 60 1.0 80 v> grosses'erralα! :>10 

、
メ J~ マーy

C品stanf?t1 cγ巴孔(1 t品
::> 10 i o 。 20 O. 4 。!

,", ノ

Magnolia kobus ム(;(、A戸E 骨巴 l n 円υ 。
:"J 7 とノ

.Maguol� obovata 
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Table 7. (つづ念) (Cont匤ued) 

若草 落

頻度と7J~数本
山リ皮本欽頻度本数鎖反本数

殺樹のI認さ
Fre- I Nnmber Fr• Number I FrεNumber 

/ハ#州、、 (1u古ncy per querICy ptr q(u労tn〉cypεr 
(96) 1 100 m9 (%) 1 1∞ m2 (q/,) 100 m2 

f虫 、Jνむしよ応。

Meliosm也知yri視す!tha
20 0.2 o ! 。 。! U ハ

ア ワ ブキ
Ste初品γtia p草側do.ca骨tellia >lOi 。 40 i ~:. 0 () i 、ハ, 
ナッツノてキ

Kalo�anax 1主icfus
>101 20 I 。恥 4 20 i 。‘ 6 o I 。

ぜ ンノ 4' 
Tilia j.時制ica

>101 40 I 。.4 10 I 2.2 i 。! 。

シナ/ キ
Cornus co持troversa

>101 。 i 。 40 0.4 。 I 。
、、、

ス キ

Cornus kousa 
>101 20 ! 0.2 。 。 o I 。

ヤマボウシ

l:ijγ品先i耳U3 si邑，boldia抗品
>101 50 1 .4 80 I 2.8 ! 100 i -つ'. 仏つ

コノぜ/トネ 1) コ

F'raxin説s la弛uginosa
>10 i 。 。 20 I 0.6 i 。| 円、d

アラケ。アオタモ

Notes) ネ 5 コードラートの平均;本数と額S言。

The frequency and average number of five ql1adrats. 
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マメサ吋?ヲ itl オ'*- ア 7; 7 ソキ木

Pru円υ.$ incisa 一一司 32 _' - pif}US de;つs;f /or;;え
Scrub Forest 

( 111 specie" ) ( 58 species ) 

Fig. 11 ;各群落の持成綴f額数と群落~gJ

の共通係数 (~J~E遊間穣は各君下落
とも 500 m2) 

JACCARD'S símil乱rìty coe自icients b記均

tween the several communities and 
tl河口umber of species in each comｭ
munity (The area of í民間抗ìgatio.n

is 5∞ m2 in each commnnity) , 

1/手怒の類似れぐ lt絞したり， l込移を'診断するには， ζ の

~ ~~~fn主主主。~tI内裂などの生活沼紛戒による方

法もあるが，ととではそのゆ1 として種子 e 泉災などの繁

泌告書官の散布 lli_ について， T~d議数百分率号訴滋間でib絞レ

てみよう。;針。一号]JYlの分類は沼fIl 5) の方式を袋持主にして， さ

ら iとひ 1 ， 02)1;~{:*lH7干し， Tahle 8 

なった。各主下落における散布裂の磁煩数γÎ:JY;料まゴ、able 9 fこ示されるつ

ハリモミ林とマメザクラ{氏林はひ lb そ除いでほぼ類f~ll ノ?と散命主主主ftl或をノjミしているが， アカマツ林

よって行

は他の君子落と奥なり， 01 '!l;:Iの風散布のものが最も多く? とぐにその rjJでも7泳教分布しやすい形態をもっ

D1a, b の占めるおÛ1舎がiおく，他のす手詰事とよじべて予返:移のおJ Jti.j;とより近いJr~務であるととを表わしてい

る。なお， ハリモミ林よりもマメザグラ低林で Dlb が n苦いのは， 風f回線返りによる P!U書官 (fりな燦地が存

在するためでおる。

ιj、よ述べた，種類結成の類似度，構成種類数F i波ず却の構成状怒から s アカマツ林は{也の 2 'll!f古事とは主主

去をな詳務とな勺ていることが政解されよう。アカマツ林の次代のハワモミ 。コー。



\りそ、(\j'，滋外、 長江口!とおけるそシ (í;引詰〕

γable 8. 政話:i 1;:2). 分

〆i、able 事 徐における()泌総主党 主 1外不

γhe percentage compositíon 口f 出peCi巴抗日urnber on dissemìlluh、

fOtJ.l1 in each COll1.rnunity' 

-81 

，1二)て K1!~ 銭がちるがを本ヨiミの沼 Lにおける一次進ジ〉ノワ芯ミー本土討にいえば事、なったものに

なるおそれがあるつしたが J人 Jパワエミ林をほr:-しよ?とすな>Jt}イ>fふ hä -f:Y:j H;Jj;Jl1!，のマメザクラぼ 1'*:<ハ

n ~r; 2 会総裁将人して， n1 えなハ 1) .:}.... ~~討会 i C:LiI し、 j:?浴 jAi支兄すとがより!波1たで2設立!ノとおえら

4ιι 

/;し，ノハ

r.... í) モミ l主 jc 史， j本 't\" ;;:l%E .J二 (7){\um したわ].1純計五誌が分布γ手と 1二 ζ佼人 i ノ、 i入 D\~_.{Eの打、芯'!~;j茂したとづr'j乙

芯れるの亡、，マメザクライぷ主q1!){主の滅後会 f土ざとり， i'8fJ令傑出せしめど， fì'H正 fJ 然。コ級生滋T9会はかつ

笈コ::，ずることも一j心2とえられるり l_.かし) {Uf与の i実行上保 h~!: との i主~ìÞ~~土， 三く Iniと Dt ま

才 c，設絡が百り歩周辺の生物.tll が変'とし 7ゴよ!iとは ;YiI.l，.~ っとし P るとと， ま/ご #f符 iコとおける滋移 (J)災終七

rfq~in ~j 不 ;i~lである ζ 心さらにボ:紛の私!iJ:~O)みりわJJい妓ぷ成といぺた条約千万;μ 柱時の渓移心J紋jz \ノ

ペモ刻'奇するととは限燃に〆;;えられるの た J二点字十ぷJ!lF公:Ìn 氏I_~-，~ハザモミをj設やEによって成立(ノめだとし
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でも p 来たしてさ見夜のようなノ、リモミ体1Jri新こ推移しつるか疑問が残る。

ハリモミ与を植1主導入する場合，その荷(;l:， Ã然記念物地士以外のマメザクラ

って試みられているように円 j二付きのJ[;で総裁しないと枯演しやすい。 また，つる

著しいため，総裁後少なくと

る必夏きがAうろう。

と FXlJりを援し3 つる伏りはさら

ι主

kÚ直談話j交は続、檎とし， かっ， うっ i!11 する fjiJ fと弱皮の徐伐を繰り返して{湖々の水の成心i寓やjf5状i七与を低

め，恨張') ftiìí:闘をjよくずるよう iζ育てて耐風花11を士脅させ s 羽海密度lて導くことが大切である。

天然記念物を入手会加えて復元するこんについては，それは天然のハザモミ林群落ではなくなるという

意見も出るかと応われるが，ハリモ三林のような途中相の場合は，人予をノ!jIJえて後九;・総持する以外iζ方

法はない。援は人為を加えでもそのための影響'2となるべく少なくして，その林分の復)[Jそぼ[るべきであろ

う。その場合，ハリモミの多様な遺伝子が将31とを考慮してこの料、で保存されるような配慮を・払えば，その

fr\fi値はいっそう lおくなると思われる。

ハリモミ Jlli\倒木やJr枯ネ;については， これを放越するとこト匂壌の滋養化を促進し，ハワモミ朴、4:米の土壌

が5たわれていくため沢民IJ として伐採除去する必要があると与えられるが，名齢林の虫答を防ぐためには

シジュウカラ類， キツツキゑQ，コノハズアなどの営J足場所として，ュLtò木の少数をなわ lぎり地域安考慮し

て残存せしめるのが賢明であろうと忠われるが，乙の分野の検討を!tJl:旬、ずる。

また，保護林の一部{ζlふ嵐警跡地Q)?メザクラ低体が今後どのような;夜、f{;fj 会 iと推移し"といくかを研

究しうるように， ずメナ、クラ低休をそのまま保存する地域を設定する ζ とが認ましし、。この場合はハりそ

ミの被害水はそのまま践し，白熱の捻移にゆだねる。

なお，ハリモミ，j0(f付を:東海自然歩道が遣っているが，これに伴う森林火災の危険，自然の損壊には十分

な対策が姿求されよう。 歩道沿いの下j爵補生の難燃 il，喫憾の続制などが考えられるが，できれば火災発

生危後日には，ハ 1) モミ林内を避けてjlli る訓告幼歩道を設けるととち対策としてあげられるの

文献

1) í;lqL!悦労.溶岩地 ifFにおけるハリモミ i部司、の F考察，東京'~.t林的業務研究発表祭， 3, 5，1'~57 ， (1971) 

2) 林弥栄: u ;j;，:燦針袋詰jの分甥と分布，態'ft !'l'ri払 208"~209 ， (1960) 

沿 線IL，徳泊。総|尚!ぶ娩⑨河合;民;ニ: rY:J J武紛の~nfL風防止効泉純資〔昭和45年度:湖南海岸砂防材、誠笠報告

22""33 , (1971) 

4) 

5) 沼 I司 王立:総:協の努J'lliî恕について，生物， 2, 4, 121,.,123 , (1947) 

6) TAKARASHI 時 K: Prot巴ctiou and restoration of Picea ρolita forest司 Ann‘ Rep， JIBPωCT(P) ， 

109'~，115 ， (1971) 

7) 二F.手三奈寿.. ï，~;G祭"*作:キティ台風!と依る森林の風害， *fi.よ集 #;1ム 59， 61 ~ 85 , (1950) 

8) 舘脇 J:W) :アカエゾマツ料、の群務学的研究，北大五:lt殺， 13, 2, 122...,151 , (1自43)

9) 東京営林局:日計1134年台風第 7 -r:}及び第15.~}による森林の @\I，~干潟資， 191 pp" (1960) 

10) 上原敬一， '樹木メ凶説 1 ，釘P;JH善良， 571" ,574, (1959) 

11) VVILSON , E. R: The conifers and taxads ()f Japan, Publiヰations of the Arnold Arboreturn, 

8, 36…37, (1916) 
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Protection of Picea PQlita Forest again西t Typnoon畠

and Us Re器torlltioll on the Dam晶ged Area 

� Yamanak晶 Fore品t Reき!erve

Keiji 'I'AK ,\HASH1' 1> 

Summar) 

Pícω þolita forest 口n 1かム， noγtheastern fooi: of M仁 Fuji is 011 色 of the conif巴rO\ls forest 

typ伝S 011 a lava flow � the í 巴mpcrate region, aud the pl1r日 forest 18 a rare commun羡y in the 

'", h01e \Norldゐ P. t戸'Jo!i必tt店7 18 diれs礼tribtωlt疋eぐd hom口1 Fuklリj日811討1m日 to K.aJ_;; 

110 1'17 11巳re pleむう汁I以1江tìful exce叩pμt aぱt Mt白 Fuji。

1' 11ι、 fo1'e8t 1'17乱8 des刕nated 旦é: one ()f ]apan's !1乱tural mOf)um日日ts in 1963, a l1d , togethe1' 

with the surrounding for é'st , it has b巴011 pr日served 唱 mder 1.11どJ1日 111C ()f “ l勺rest. Rese:rve n i.n 

the National Forcsts, Howev日I 可 ill recent years, the Picea forcst has becn fれてl LlC‘ntly damaged 

by 1.yphoons or extγa tropical cyclo!1e丸

This inv岳民tiga Lìon ¥vas carri円1 01.1t ìη A1.1.(2;., 1971. 1n thi日 paper , the wLﾎter reports on t11e 

actu託1 conditions of' veg日tation <lnd danlage) 日nd descr兊es the meast1res of protect�I1 and 

restor在tion of the Picca forest. 

1 隠 Geogmphical feat阻res

]'he forest reserve is sitl以ted ¥n 1at. ;ぅ5"2TN. and 1oug , 138 051 1 E. 乱nd in the altitudcs ().f 

940-, .980 m above sea leveL 

During a typhoon, ,vínd díτ巴ction and speed at a certain place ar日 rem註rkably a{f己cted by 

th己 P呂 th of t11e typhoo丸'l'he wind at the right 旦rea of the path is stroI1ger, blows for a 

longer t:ì rne, and ext:encb over a w�.der expmme th品11 that at the 1cft area , 1'he most dangerous 

wind, in the m乱jority of cases, can be cons�ered as a southerly wind. The ]ocal wind of thIs 

a1'ea is liable to b.10w hard in the d叝ection of north or south from the natural conJ刕urat卲Il 

also (see Fí必 1) ， The forest reserve，呂ccordingly， l冾s in a dangerons plac巴.

As shown in .Fig. 2, the boundary between th巴 llational forest and private land is ful1 of 

indent乱tiOIlS ， especial1y 011 forest edge fadng south or 日outheast，品nd the width of 1.he f(lγest 

i8 very narrow in the southerll p且rt. Except匤g the north日astern p註rt adjacent to h i11s, the 
forest res日rve is a]most enchcled by a i1at paddyneJd ar己払 The reservcd forest i.s on an old 

lava 琵ow o� Mt. Fuji; thc lava b hroken ìnto 乱立1自主e of irr邑gular rugged blocks, ancl � very 

porous in structur色'1'hi8 la va How 﨎 on ly slightly weathered at the surf乱cc ， the 詰oi.1 is i汀].­

I日乱ture， and cOllsequ日nt1y t11e trees .ha ve a s11a110w [oot (;1'日tεm ， Tつ geneτ日 1 ， the atJove-menｭ

tíOll巴d forest 1a11d is apt to suffer forest damage hy stor111S , 

2. C帥nmunitie蕗 Ín tne forest reserve 

Th罇 are乱 had beell pr巴自己rved as 品 cutting-pn:>hibìt巴d fore日t by the govern111巴 nt in the Edo 

Perlod , 1t 﨎 presumed Lhat the area of p , �olita forest in those days was larger than it is at 

the pres巴nt tirmち hut it has been decreased by forest fir巳) redamatiハ11) 日 nd so OfJ as times 

changed. 

Received June 丸 1975

(1) Forest InfIuences Division 
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The v白getation of the res記rved area 1s div¥ded lnto the fol1owing communîti忠告 ; Picωβolita­

Rh目s trichocar�a-Moss community, P問時us �cisa scrub, and Pinus densiflora柑Patrinia trillJba-T~vIoss 

community (cf. Fig. 3) 骨 The 巴xtcnt of cach commun1ty is 51日mmariz吃d in τ、able 1. 

Field work was done on the bas﨎 of a standard metho{う of CT(P) , JlB?, and the number 

of seedlin gs, stぷnd structure, al1d floristic composition in each COl11munity were investigated 

by the 五 ve quadrats of 10 m >< 10 瓜

The Picea for巴st r乱nges from tho m�dle to th巴 30uth of the 1'eserved area, subcmnpa1't胸

ment No. 40b , 41a, 42b , 43b , 44a, a泣d 45a , The t1'間 layer of 4. 、 .24 m 1n height 1s made up of 

only Picea �olita of about 260 y朗r8 of tree age, and the forest shows the uniform forest type 

as iIl Fig. 4, The tre忠告 are pyramidal il1 outline, 乱lthough t110 tOp8 of !l1aIly are 丑att位n巴d

(cf. Fig. 5). Most of th日 old trees have not. borne sε己ds since 1960. The deIlsity of Picca is 

乱bOllt 4.00 trees pεl' hectar巴， and its distri 11u tion in the fo1'est is equablι1n general, of a11 

the forest types, an old uniform foresi composed of shallow-rooted coniferous trees shows the 
10\九rest resistanc記j;o st01'm. 

This communi.ty has many liana 01' S¥lU species in additi.on to píon伐r species because it 

i8 an iれterrnedíate stage 1n s百ccessíon (Table 2, 3). 

The Pru持us scrub 1s the wi.nd damager1 stand which lost Picea jヲolita tr自己s by sto1'ms , aud 

lt ìs 品 mix己d stand which is composed of Prunus incisa , Abelia s仰thulata ， Rhus trÍ(必ocaゆ'0 ，

Cletùグo barbi問符'vi~叱 Hydrangea panìωlata ， JJeutz� crmata , eto , Tl1e h巴ight ()f the scrub is 旦bout

5 m , 1'he cove1'呂ge of the he1'b or rnoss laycr ShOW8 low pe1'centag巴 Ior the d巴nse shrub 

1aye1', but the b品re 8pot8 which W巴re produced by th記 fal1eu Picea t1'ees have rnany suu 01' 

pione巴r plants in the herh layer , 1'hi8 commuれity ， there:fore, has the great邑鉱山mber of 

species arrwng the thre巴 COIllrnun 羡ies. 

1'he Pi月us for巴st 18 a 8econd乱1'y stand after a fo1'est fire in 1880 or thereabouts, and the 

height of pine tr記巴s 1S about 15111 (F竑. 6) 馬 The unde1' and mic1dle 1aye1'8 of t1118 forest have 

Picea �olita tr邑es which hav記 iuvaded th由 land sillce the forest 劦re. 1'11記 coverages {}f tre巴

and sh1'ub lay記r8 show low percentage (cf 町 Fíg. 6) , the 正 anopy of p1ne is pervious to sunlight 

with g1'eatest ease among thr巴記 comrnuniti日s， and so the :for日8t !loor 﨎 light. 1t is favorabl記

for the development of Picea. Tl� C01ll111Unity, as compared with the otheτs， has a small 

number of specie印詰， and a h刕h p 1'o耐σF伊)1'工氏l{ゐ{)叩3

3‘ Wind damage of Pice甜 polit羽 tree爵

On the slte of this natural mOIlument , the number of winddamagec1 t1'ees of Picea �olita 

amounled to 2, 714 for the periocl 01 1956 to J.969 as showl1 in Table 4. Heavy 1ωses we1'巴

brought 孔bout when t11�8 area happened to be 011 th巴 right of the p乱th of typhoons as shown 

1n Fig 、 9. On those occasion8, tl1e d旦ngerous wind d叝ectiol1s of a maximum wind 8peed abov日

20m!泌cw巴re r巴 cordcd in the 1'ange of SE to SSW at Funatsll and Gotenb乱 \Veathe1' Stations 

near this area (cf‘ Tabl色 5)

The d﨎tribntions � the wind damagεcl plac忠告じausec1 by the 'fyphoon ト{o. 26 in 1966 註S

in Fi芯 10 and of Pnmus scrub after w匤d darnage as in Fig , '3 show that the d乱おlage wa8 

caused by south or south巴ast wind. 

On the wind damage by 80uth日rly strong winds for the period of 19561'0 1969, the Ilumber 

of damaged. treeち per heιtare or p日r unit 1告ngth of forest edge in each subcompartrnent is 

shown in Table 6, As a result, it can be se日n t.b.at there ﾍs the great日st damage i.n th日 s1.1 1、

compa1'tment No. 4ria of t.h記 80uth ()f the P�;ea forest; No. 令4.<) and 42b fo.l1mv this, and No , 

43b and 40b ()(-the Tlorth and ど11a 日正~ar hills show small d丘mage，
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On the forest edge fadllg more to the south or southeast , a llumber of debilitated or deaル

standing tre巴s of Picea ρolíta were observed in August, 1971. It 呂巴ems that the vitality of the 

old tre巴s ¥vas greatly reduced by a high wﾌnd; next it was weak巴ned by such insects or fungi 

出 Polyg叫が1前 jezoensis ， 11，10附chα叩叫s sp. ，臼，r Loþhode:γ悦瑚問時e

The preventive measurεs of damage are as fol10w8 : As emergency measures, the establish蝉
ment of a shelter net on the foτest edge facing dangerous wind dir巴ctíon and the control of 

insects or fungi , are necessary. As permanent m巴asures， it is adv﨎able to establish a windω 

break with the coud咜iou th乱t the soil of the w匤dbreak is amended by soil dressing. 

4. Restoration of the Picea forest 

The exist匤g old tre日s of P兤ea �olita wiU become extinct automati仁ally i口 thc near future. 

Accordingly, the actual state of natural regeneration of P. polita was investigated in the three 

comm u ni t冾s. 

As shown in Fig. 4, 7, 8, and Table 7, the young tre巴$札口d seed1illgs of P. polita in Prunus 

or Picea community were ﾎllsuJ�c�nt in the number, while those in the Pinus forest w日re

suf五dell t. Therefore, the Prunus and the Píceαcommunities will be changed 匤to the dedduous 

bm呂d leaved for巴st cornposed ()f Quercus serrata , Sorbus alnifolia, Acer spp., etc. , and the Pirms 
forest will b巴 replaced by th巴 forest of Picea pol咜a ill the 問xt stage of s山cession.

~、、

The 'Pinus íor日st ， however, is a heterogelleous com立mnity which has lo¥v sil11ilar�y coef-

五cìents to the othεr two communities alld the sm品llest nurnber of spedes among the three 

commullities (cf. Fig. 11). 1n the perc巴ntag色 composition of spec冾s nUlllber O!1 disseminule 

form (cf. Table 9) 註180 ， the P�us forest has the dOl11�ance of spec�s of the Dl type, unlìk巴

other communities. It s巴ems that these characterist兤s of the Pi月us forest were 0τiginated 

by forest üre, accordingly, the Picea community 匤 the next stage of the Pinus forest wiU be 

essentiaIly díff巴rent from the Picea coml11unity in primary succession. On the other hand, the 
floristic cOl11position of the Prlmus scrub is similar to that of the P�:ea forest. 

Consequently, it is to be desired that the pot seedlings of Picea potita are plallted in th巴

Prunus scrub, and the stand is restored to the Picea forest. On th巴 plantìng distance, sparse 
planting is des�able to fac匀�ate low form point, low ratio of tr間 height to d. b. h. and large 

root extent of each tree. On the care after planting, spot weecling and vines cutting will be 
required over a long term of years, and the trees must be developed gradually from early 

youth by rep巴at巴d improvement cutt匤gs so that th巴y poss日S8 exc巴ptionally broad crowns and 

sturdy stems, alld are strongly rooted to w咜hstand as ind咩idual t:rees the onslaught of storms. 
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乱〉ハリモ t の健全木と袋弱木

Healthy and declined trees of Pic伺

b) ハリモミ風倒跡地のマメザクラ低休 (44a 体小.FJI， コードラート No. 2) 

Prunus incisa scrub after windthrow of Picea, 
quadratεNo. 2 匤 subcompartment No. 44a. 


